














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国　名 秦 斉 楚 韓、趙、魏 燕
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（萬）、“昼”（事）、　“侍”　（傳）、
“奈”　（東）、“寿”　（壽）、　劣叉”
（計）、‘‘粛”（漁）、　‘‘労”　（労）、
“尽”　（盛）、“吋”　（時）、　“ホ”
（飢）、“誓”（者）、　“リヨ”　（蹄）、
　　　　　　　　　　（難）、　“潤”
　　　　　　　　　　“当”　（當）、
　　　　　　　　　　（儀）、　“屡”
　　　　　　　　　　、　6‘蚤”（雛）、
　　　　　　　　　　（畳）、　“駐　
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（繭）、　“量・’，
“ヒ3”　（得）．
“攻η　（墳）、　畠態”
（討）、“汝”　（該）、
“擶”　（顯）、　‘‘芥”
（種）、　“数”（薮）、
“式”　（威）、　“藩り
（孤fi旦）、a朴”　（撲）
（懲）、　“聴”（聰）、“付”
“り巾，’（帥）、　“朕”（聯）、
（齊）、“亦ワ　（辮）、“神卸
“泣”　（慮）、　“肇”〈壼）、
（陸）、“筑”（澱）、“証”
　このように太平天国の簡化字は，実にその8割以上が，現在の「漢字簡化方案」のそれと全く
同じである。これは今日の漢字簡略化が100年前の太平天国時期にすでに大衆的な基盤をもって
いたことを物語るものである。しかも部分的には，現在の「漢字簡化方案」でも考えられていな
い「う」（事）「β」（得）の如き簡化字を実現させていることは，注目に値する。昨年来，文字改
革の気運が高まる中で，「事」を「う」のように簡略化せよと提案する大衆の声と期せずして一致
する。今後このような簡化字が正式に認められるか否かは別として，書写の際には現実にそのよ
うに形をくずして書かれることが多いのだから，たしかに一考する余地はある。ともかく太平天
国が反儒反孔の闘争を進める中でこのような措置をとったことは，今後の文字改革にとっても貴
重な材料を提供してくれている。従って文字改革の面でも，太平天国は非常に注目されるのであ
る。
　7．魯迅に対する評価
　五四運動は，政治的には反帝・反封建の旗幟も鮮明に，学生・青年の闘いとして展開された。
同時に文化的には，文語に反対し口語を提唱する新文化運動として口火が切られた。
　この時，白話に反対し古文を提唱する尊孔尊儒の保守勢力に，痛烈な打撃を与えたのは魯迅で
あった。彼は中国最初の近代小説『狂人日記』を白話で書き綴ったが，ここでも「人を喰う」儒
教の本質を痛烈にえぐってみせた。彼の諸作品にはすべて，封建礼教に対する激しい憎悪がほと
ばしり出ている。『孔乙己』しかり，『阿Q正傳』またしかりである。魯迅が文学者として中国文学
に偉大な貢献をしたことは万人ひとしく認めるところであり，その戦闘的な革命精神は，今もな
お中国人民の畏敬のまととなっている。プロレタリア文化大革命は，魯迅の革命精神の原点にた
ちかえる運動と言っても過言ではなく，今日の批林批孔運動の中でも，また魯迅の偉大さがあら
ためて噛みしめられている。
　しかし魯迅が熱心な文字改革の支持者であったことにっいて，これまで一般には，それほど関
心を集めているわけではなかった。批林批孔運動は，その意味でも，文字改革における魯迅のす
ぐれた見識があらためて見なおされ，「中国の文化革命の闘将」としての魯迅がまた一段とうきぼ
りにされている。
　魯迅は，『門外文談』の中で「将文字交給大衆」と叫んだように，文字を大衆の手に渡そうと心
から願っていた。そのため彼は，漢字の改革と「拉丁化」に非常に積極的であったし，同時に彼
自身が早くからその実践者でもあった。『阿Q正伝』にあるように阿Q，小Donなど中国で最も
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早い時期にローマ字を使用したのも彼である。また彼の手稿の中でも，大胆な漢字の簡略化を独
自に試みている。数列を挙げれば，次の如くである。（カッコ内は繁体字である。）
　子細（仔細）　辮槍（辮論）扁額（匝額）　辮子（辮子）　波菜（茨菜）　蒲陶（葡萄）　草冒（草帽）
　そのほか次のように一点一画を省略した簡体字を独自に使用していた。以下数例を挙げる。今
後の簡化工作にかなり参考になりそうである。
　　　恭，添，慕暴　里陣，塾，昭　m・m・真・度　社・ネ児・初紳
　　　族，僅，卑，碑，骨，丸（乱）
　魯迅の文字改革論は，単なる思いつきから出たものではなく，深い学識を背景にして，太古か
らの漢字発展の歴史を総括する中から生み出されたものであった。『漢文学史稿』や『門外文談』
の中で指摘するように，漢字の成り立ちについても，大衆が長い時間をかけて造り出したもので，
みんなの諒解が成り立って広く流行するようになったのであり，漢字の作者を特定の者に求める
ことはできず，その功をひとりの聖人に帰すことは全く臆測でしかないとして「蒼頷造字説」を
否定している。（文字成就，所当綿歴歳時，且由衆手，全群共喩，乃得流行，誰為作者，殊難確指，
帰功一聖，亦免臆之説也。『漢文学史稿』）このように文字は人民の問から芽ぶいたものであったの
に，その後特権者の手に握られてしまった。（文字在人民間萌芽，后来却一定為特権者所牧撹。『門
外文談』）しかし文化の改革は長江大河の流れの如く，これをおしとどめるすべはない。漢字は必
ず人民の手にとりもどされねばならず，それには漢字の簡略化は避けがたく，ローマ字化に向か
うこともまた必然の趨勢と魯迅は見ていたからである。
　8．右派分子と「三家村」に対する批判
　1949年10月，新中国の誕生と同時に，中国政府はいち早く文字改革の準備に入り，1956年あい
ついで「漢字併音方案草案」，「漢字簡化方案」を発表し差が，これはっとに魯迅の指摘した文字
改革の方向に沿ったものと見てよい。しかし右派分子の章伯鉤・羅隆基らは，盛んにこれに反対
した。1957年，国務院に対し，ただちに「漢字簡化方案」を撤回せよと要求した。文字改革はわ
ずか数人の熱心な連中が戸を閉めてやっているにすぎず，大衆性がないと攻撃したうえ，簡化字
はまったく「摘糟了」（ヘマなことをしてくれた）とくさした。また将来のローマ字化に対しても
「将漢字改革為併音文字，我是懐疑的」とも言って否定的な態度をとった。結論からいえば，こ
れは周恩来が指摘するように「右派分子が文字改革を攻撃したのは，いうまでもなく・ほかの目
的があったのだ。彼らは，これをタネに党と政府を攻撃しようとしたのだ」として逆に反右派闘
争を展開する中で一層文字改革を推し進めた。その結果大衆の熱烈な支持のもとに，1958年「漢
字併音方案」をかちとっているのである。
　プロレタリア文化大革命の当初，反革命修正主義分子として批判された登β拓・彦沫沙・呉晧ら
の「三家村」グループも，文字改革の面で厳しい批判を受けている・「今広く行なわれている簡化
字は，全くなっていない」（現在流行的簡化字実在要不得）あるいは「なんびとも根拠なくして簡
化字を乱造してよいということではない」（不是任何人都可以毫無根拠乱造簡化字）などと言い・
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また簡化字工作は「軽率を免れない」と攻撃したという。ここでも大衆は，文字改革に反対する
者の反動的実質を，歴史の経験を総括する中で学びとっている。
　9．劉少奇・林彪のたぐいのペテン師に対する批判
　さて「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」といわれる者たちは，文字改革に対していかなる言
動をとったのであろうか。彼らの言行録としては，次のようなことばが挙げられる。
　　（1）将来是要吃大彪的。
　　（2）一百年不推広普通話也死不了人。．
　　（3）中国人志麿還学中国語言。
　　（4）奴才思想
　これらのことばの典拠は明らかにされてはいないが，（1）の「将来きっと大失敗をなめるだろう」
というのは，漢字の簡化工作について言われたものであり，②と（3）は，いずれも普通話の普及に
っいて言われたもので，（3）は陳伯達のことばだということになっている。（4）は併音について言わ
れたものである。（3）を除いて，（1），（2），（4）のいずれも誰のことばか今のところ正確にはわからな
いo
　今は批林批孔運動のさなかのことでもあり，これらのことばは特に民衆の間に浸透しているよ
うで，これに対して大衆は激しい怒りをぶちまけて「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」を批判
している。これらの「ペテン師」は政治的には資本主義の復活を策し，文化的には文字改革に反
対し，守旧復古の立場をとった。これは孔老二の反動綱領「克己復礼」とえらぶところはない，
といった批判がそのあらましである。
　中国での林彪批判は，当然のことながら「政治」の力がストレートに作用してすさまじいもの
がある。「資産階級野心家，陰謀家，反革命両面派，叛徒，売国賊」ときめつけられ，党権の纂奪，
プロレタリア独裁の転覆，資本主義の復活を策したとされている。しかも古を借りて今をそしる
手口を弄し，秦始皇の行なった「焚書坑儒」を攻撃し，これにことよせて，プロレタリア独裁を
攻撃したというのである。その故に林彪は「孔老二」の忠実な信徒と断罪され，孔孟の道「克己
復礼」を吹聴してまわり，はては「天才論」「天命論」をふりまわすに至ったというのである。林
彪批判の中でしばしば例に引かれることばであるが，彼は「我的脳袋長得好，和別人的不一様，
特別霊」などと口ばしり，自分を「天馬」になぞらえ「天才」と称する一方，大衆はただ「恭喜
発財」を知るのみであり，「忽様摘銭，忽様槁米、油塩醤酷柴、妻子児女」と考えているだけだと
いう「上智下愚」の「天命論」を展開し，大衆蔑視の態度をかくそうとしなかったという。プロ
レタリア文化大革命を推進した林彪からは到底及びもっかぬ言動で，全く別人を思わせる。
　実際に林彪が，「わしの頭は生れっきよくて，ほかの奴とはデキがちがうのだ。特別回転が早い
ときている」と言ったとしても，それがなにかの調子で冗談として言われたものなら，一場の愛
敬として笑ってすませられもしようが，もしみずからを「天馬」「天才」になぞらえてのことだと
したら，全く鼻もちならぬエリート意識と言わねばならず，ましてや大衆を金もうけや生活の
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ことしか考えない愚昧なものとして見ていたとするなら，それはゆゆしき大衆蔑視であって・人
民大衆を主人公とする中国の国是にも甚だしくもとる。厳しく糾弾されるのは当然である。
　しかしこれらの林彪のことばが，いっいかなるとき，いかなる状況のもとで，いかなる文脈の
中で言われたものか明らかではない。しかもそれが，伝えられるところのプロレタリア文化大革
命以前の林彪の言動からは，全く想像もできない暴言であるだけに，いま中国で行われている林
彪批判をそのままうけとめるには，どうしても大きな躊躇を感ぜざるを得ない。
　しかし中国では今や批林批孔運動の中で，林彪の実質を極右反動の政治ペテン師としてとらえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bている。これまでの林彪批判は，初め左翼冒険主義の誤りを犯したとして批判された陳伯達批判
のあとをうけて，形は左，実は右という二面的なとらえ方で批判されてきた。っまり九全大会後
のいわゆる批修整風は，いうなれば「批陳整風」と見ることができるし，十全大会後の「批林整
風」も，整風の理論的基調としては「批陳整風」の延長線上にあったように思われる。ところが
批林批孔の現段階では，林彪は，形も実も，ともに極右反動として論断されるに至った。従って
現今の林彪批判は，しばしば「林彪という政治ペテン師は，本も読まず，新聞も読まず，文献も
読まず，全く何の学問もない大党閥，大軍閥」というような言い方で，驚くべき林彪の実質的な
側面を暴露するのである。
　だがプロレタリア文化大革命の勝利をうたった九全大会では，毛主席を首とし，林彪副主席を
副とする中共の指導体制をうたいあげ，かつ高らかに勝利と団結の大会と宣したのに，一転して
中国の党と国家は，かくも低次元の人物に党権と政権を纂奪されたことを全世界にさらけ出すこ
とになってしまったわけである。少なくとも中国共産党党中央としては何らかの形で自己批判が
あってしかるべきとは思うのだが，十全大会はこの点に全然ふれていない。また林彪の最期が最
期だけにクーデター計画の失敗，逃亡，飛行機事故という異常な顛末にっいて，その真相は全面
的に公開されておらず，なお多くは謎に包まれたままである。従って林彪批判の論理的展開には，
第三者を納得させるに足る説得力にどうしても欠けるところがあるのはいなめない。事実，孔子
批判の周到な論証にくらべると，林彪批判の場合は，その論理の展開にかなり見おとりがする。
　同様に文字改革に関する「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」の発言にしても，上記の（1）～（4）
を論拠にして考察するのでは，第1に，決定的に材料不足である。第2は，これらの発言の文脈
上の問題がある。いつ，いかなる状況のもとで言われたも’のか，典拠は一っも明らかにされてい
ない。従ってこのような出所不明のわずか4例の片言隻語から立論するのでは，いささか不安が
つきまとう。
　第3に，「劉少奇のたぐいのペテン師」「林彪のたぐいのペテン師」とは，一体だれを指して言っ
ているのかという問題がある。具体的に名まえが浮かび上った「ペテン師」は，陳伯達ひとりで，
それ以外にどんな高級幹部がいたのかは，一切明らかにされていない。もとより大衆レベルでは，
　「わが校における劉少奇のたぐいのペテン師」といった言い方で批判のやり玉にあがった者も少
なくないようだが，どのような「ペテン」を演じたのかとなると，これも殆ど具体的に明らかに
されてはいない。劉少奇が名ざしで批判打倒されるまでには，「資本主義の道をゆく実権派」，つい
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で「中国のフルシチョフ」という言い方で批判がすすめられたが，今回は「劉少奇のたぐいのペ
テン師」から批林批孔に至って，「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」と名構は変わったものの，
なお不特定のままで名ざしには至っていない。そのためどうしても彼らの反動的な実態を鮮明な
映像として描き出すことができないうらみがある。今後中国側で，もっと豊富な論拠を提供して
くれることを望みたい。
　しかしそれにしても，文字改革に関する「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」のことばは，上
記の（1＞～（4）のどれをとっても，文字改革のめざす方向に逆行するものであることにかわりはない。
いかに糾弾されようとも，弁護の余地は全くない。
む　す　び
　これまで見てきたように，文字改革の歴史をふりかえって見た時，そこには変革と復古の闘争
の歴史があることがわかった。いま中国人民は，批林批孔を推進する中で，歴史の経験を総括し，
復古の道を絶対に歩んではならないと固く決意している。文字改革も，今や後退は考えられない。
今後の動きを期待をもって見まもりたい。
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一、二年級小学生狼批《三字鍾》
　　　　　　　（一）
《三字jing（祭）》，　hai（害）入jing（％），
11（里）面gti（鼓）chui（吹）k6ロ9（孔）皿eng（孟）
　dao（道），
hai（害）入真不qing（軽）！
《三字jing（％）》，hai（害）人jing（経），
t6ng（同）学fi1皿a（幸・）起bl（箋），
1艮狼批穿U　《三字jing　（≦≧…）　》　，
shi（誓）倣革命jie（接）ban（班）入。
　　　鐵馨糠芙嚇
（二）
《三字経》，反劫鐘，
da（毒）hai（害）6r（JL）t6ng（童）真不qlng（軽）。
‘‘??浮≠氏i愚）liang（梁），　zhui（錐）ci（刺）9丘
　（股）”，
力了倣官去挽命。
我僧ya皿（眼）亮心几ming（明），
杁小懐お力人民，
長大接班干革命。
　　　壷奎薩室懇命娩
（三）
《三字軽》，鴉人％，
毒害青少年罪不軽！
‘‘人之初，性本shan（善）”，
宣揚‘‘天命”把人鶉。
‘‘ﾌmeng（孟）母，　ze（揮）郁妊”，
力的是辻几子徹大官。
鉦小兵，jue（覚）wa（悟）高，
口zha（珠）箸伐当拾炮，
誓走上山下多的金光道。
　　杭州市天長小学二年級王　戎
　　　　注：他伯不会写的双字都用耕音代替，
　　　　　　括号内的双字是錦者加的。
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文字改革と批林批孔
　漢字の精簡は，漢字の性質からいって一挙に進むというわけにはゆくまい。だが同音代替の方
法を中心に整理され簡略化されていくことだろう・
　普通話と排音も，「革命のために」という意気ごみで学ばれているから，今よりも格段に普及し
ていくことだろう。将来，過渡期の現象として案外早く，部分的にローマ字化が実現する可能性
がある。
　前頁にかかげるのは，『光明日報』1974年11月25日の「文字改革」第38期にのった小学1年生と
2年生の『三字経』批判の詩である。知らない漢字はすべて併音で記されている。（）内の漢字
は編集者によって添えられたものであるが，併音で記されたとしても，これらは今批林批孔運動
の中で小学生でも使っているようなことばであるので，読んでわからないことはない。
　これはたまたま低学年の小学生が知らない文字を併音化したものだが，将来，漢字が廃されて
ローマ字化が完全に実現されるまでの過渡現象として，このように漢文中にローマ字をまじえる，
いわば漢字ローマ字まじり文が実現される時が予想されることを示している。
（注）
（1）2，238字とされているが，筆者が数えたところでは，『簡化字総表』の四角号磯索引には，2・322字の
　簡化字が収録されている。しかしこれには「t」などの簡化偏労を含めていない。
（2）呉玉章「当面の文字改革と漢語表音案についての報告」（『中国の文字改革』外文出版社，北京1958年）
（3）「文字改革」第3期（『光明日報』1973年6月10日）所収。
（4）同上第14期（『光明日報』1973年11月25日）所収。
（5＞林西「簡化漢字要多用同音仮借的方法」（『光明日報』1973年6月25日「文字改革」第4期）
（6）漢語併音では，血i，chi，　shi，　ri，　Zi，　ci，　si，　yi，　yin，　ying，　ye，　yu，　yue，　yun・wu　など分
　解して読めないものがある。このようにひとまとめにして読む音節をいう。なお・y，wは，排写規則
　ではi，Uの隔音作用として用いられるものである。しかし今中国の併音教学では，　y，　Wを声母とし
　て教えている。
（7）丁福増「学習和教好漢語併音」（『光明日報』1973年9月10日「文字改革」第9期）
　　江蘇省呉県長橋公社竜橋小学語文教研組「従実際出発，教好漢語排音」（『光明日報』1973年8月10日
　「文字改革」第7期）
（8）符菊英「努力学好普通話」（『光明日報』1973年5月25日「文字改革」第2期）
（9）曽解安「学好普通話是革命的需要」（『人民日報』1973年12月17日）．
（1①　沈祥源「我急様進行普通話教学」（『光明日報』1973年9月25日「文字改革」第10期）
（11）湖南省湘潭県教育組・教師輔導立占「学校応当重視普通話教学」（『光明日報』1973年7月10日「文字改
　革」第5期）
（12）趙峻防「学校是重点，教師是関鍵」（『光明日報』1973年7月25日「文字改革」第6期）
　　河南省開封市革委会教育局「教学新風」（『光明日報』1973年9月10日「文字改革」第9期）
（13｝竹内義雄（訳註）『論語』筑摩書房1968年刊
（14）許慎『説文解字』序
㈲　羅思鼎「秦王朝成立過程の復権と反復権の闘争一あわせて儒法論争の社会的基礎について」（中国
　通信社訳『孔子批判』東方書店，1974年）
（16）蓑成源「太平天国的反孔闘争推動了漢字改革」（『光明日報』1974年7月10日「文字改革」第29期）
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The　Chinese　Language　Reform
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and
the　Movement　to　Criticize　Lin　Piao　and　Confucius
Fukuo　Iwasaki
　　　　　In　this　paper　the　author　not　only　will　discuss　the　problems　involved　in　the　simplifi・
cation　of　Chinese　characters　but　also　will　consider　th6　movement　to　criticize　Lin　Piao　and
Confucius　seen　from　the　viewpoint　of　the　Chinese　languag’　e　reform．
　　　　　The　government　of　the　People’s　Republic　of　China　othcially　began　preparations　to
reform　the　Chinese　language　and　script　just　at　the　same　time　when　the　People’s　Republic
was　established　in　1948．　As　result，　the　following　three　stages　were　accomplished　in　the
course　of　the　reform　programme：
　　　　　1．In　1956，　the“Hanzi　Jianhua　Fang’an”　〔the　Plan　for　Simplification　of　Chinese
　　　　　Characters〕was　promulgated，　and　simplified　characters　were　adopted；
　　　　　2．In　1958，　the　“Hanyu　Pinyin　Fang’an”〔the　Chinese　Phonetics　Plan〕　was
　　　　　promulgated，　and　a　phonetic　alphabet　was　created；．and
　　　　　3．The　Northern　dialects　with　the　Peking　pronunciation　were　adopted　as　the
　　　　　standard　language，　and　vigorous　efforts　were　made　to　popularize　the　common
　　　　　speech　throughout　China．
Thenceforth　the　programme　to　simplify　the　characters　was　continuously　set　forward　by
the“Wenzi　Gaige　Weiyuanhui”〔the　Comrnittee　for　Reforming　the　Chinese　Written
Language〕until　1964，　but　after　that　year，　any　official　attempts　have　not　been　made　by　the
government．
　　　　　While　among　the　masses，　the　language　reform　movement　has　been　powerfully
continued　through　the　Great　Proletarian　Cultural　Revolution　and　the　movement　to　criticize
Lin　Piao　and　Confucius；and．　a　great　number’of　simplified　characters　are　being　created．
Especially　recently　while　the　ancient　unification　and　standardization　of　Chinese　characters
by　the　Shih　Huang　Ti〔the　First　Emperor〕　are　highly　appreciated，　criticism　of　Confucius
and　Mencius　and　their　followers　of　the　past　years　is　provoked　among　the　masses．　By
deepening　criticism　of“Liu　Shao－chi，　Lin　Piao　and　other　political　swindlers”who　stood　in
opposition　to　the　Ianguage　reform，　the　Chinese　people　show　their　fixed　determination　to
push　further　the　language　reform　movement　hereafter．
　　　　　　The　current　Chinese　language　reform　movement，　which　is　being　carried　forward　by
the　masses，　involves　in　itself　elements　that　may　add　a　great　deal　of　confusion　in　the
Chinese　characters　in　one　way，　but　in　the　other　it　clearly　shows　the　trends　that　the　Chinese
language　and　the　writing　system　should　be　reformed．　The　author　athrms　that　the　Chinese
language　reform　movement　will　show　marked　progress　in　the　future．
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